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川
内
小
学
校
で
は
５
月
14

日
、
田
代
小
学
校
で
は
６
月

12

日
に
お
茶
の
入
れ
方
教
室
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
は
、
日
本
茶
イ
ン

ス
ト
ラ
ク
タ
ー
の
大
尾
守
さ
ん
か

ら
手
ほ
ど
き
を
受
け
、
お
い
し
い

お
茶
の
入
れ
方
を
楽
し
く
学
ん
で

い
ま
し
た
。

田
代
小
学
校
の
校
章
が
お
茶
の

葉
に
な
っ
て
い
る
の
は
、
京
都
宇

治
で
製
茶
法
を
学
ん
だ
小
木
原
三

楽
が
、文
政
８
年
（
１
８
２
５
年
）

に
米
次
集
落
に
茶
園
を
設
け
た
こ

と
が
由
来
と
い
う
説
明
に
、
子
ど

も
た
ち
は
納
得
し
た
表
情
で
地
域

の
歴
史
も
学
ん
で
い
ま
し
た
。

鶴

製茶・馬術・造
園の３つのこと
に長じた小木原
三楽の墓

（大尾区）

▲田代 ・鶴川内小で
お茶の入れ方教室

目
小
学
校
44

人
と

尾
崎
小
学
校
10

人

の
子
ど
も
た
ち
が
、
６

月
４
日
、
高
之
口
海
岸

で
地
引
き
網
体
験
や
ヒ

ラ
メ
の
稚
魚
放
流
を
行

う
な
ど
、
一
日
を
通
し

て
交
流
を
深
め
合
い
ま

し
た
。

こ
の
交
流
は
、「
海

と
山
の
学
校
の
交
流
」

と
し
て
毎
年
行
わ
れ
て

お
り
、
今
年
で
20

回
目

と
の
こ
と
で
す
。

西

▼西目 ・尾崎っ子が
地引き網で歓声

まちの話題
みんなのアルバム

み
ん
な
の
ア
ル
バ
ム

ま
ち
の
話
題

高之口海岸

鶴川内小学校田代小学校
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今年は小学校生活最後の１年間です。最

上級生なので、下級生の手本となるように

したいと思います。

そのための目標として、習字と陸上の「習

い事」の上達と「学習の力」を伸ばすこと

です。この２つを両立できるようにがんば

りたいです。

ひと言

尾お
の

上う
え

　
愛あ

美み

さ
ん

折
多
小
６
年

本
小
学
校
は
、
脇
本
浜
港
で

６
月
17

日
、
折
多
小
学
校
は

折
口
海
岸
で
６
月
24

日
、
ヒ
ラ
メ

の
稚
魚
を
放
流
し
ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
は
、
バ
ケ
ツ
に

入
っ
た
約
10

㎝
の
稚
魚
を
慎
重
に

海
に
放
し
、
元
気
に
泳
い
で
い
く

様
子
を
見
守
っ
て
い
ま
し
た
。

参
加
し
た
折
多
小
４
年
の
小
川

心
さ
ん
は
、「
５
月
の
遠
足
の
と

き
に
栽
培
漁
業
セ
ン
タ
ー
で
稚
魚

を
見
た
と
き
は
小
さ
か
っ
た
の

に
、
大
き
く
な
っ
て
い
て
ビ
ッ
ク

リ
し
た
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

脇

▼脇本 ・折多小が
ヒラメの稚魚放流

折多小学校は3,000匹、
脇本小学校は7,500匹
のヒラメの稚魚を放流
しました

６月の梅雨空のも

と、折多・田代・山

下小学校の児童や、

デイハウスふたばの

利用者、おりた・み

どりが丘・蓮華保育

園の園児たちが、田

植え体験を行ってい

ました。

今月の題字

今月の表紙

『田植え体験』

折多小キャラクター
『花もんちゃん』

が
ん
ば
れ

折
多
っ
子
！

折多小学校（折口海岸）

脇本小学校（脇本浜港）
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６月６日、環境月間の普及・啓発事

業の一環で、県主催の『環境教育授業』

が、鶴川内中学校で行われました。

生徒たちは、県の担当者から大気中

に含まれるＰＭ2.5や大気測定車の説

明を受けたり、自動車が排出する二酸

化窒素量を測る実験などに熱心に参加

していました。

「社会を明るくする運動」の出発式

が、７月１日、市役所で行われ、保護

司会阿久根支部から阿久根市へ同運動

協力への要請書が手渡されました。「社

会を明るくする運動」とは、犯罪や非

行の防止と罪を犯した人たちの更生に

ついて理解を深め、それぞれの立場で

力を合わせ、犯罪のない地域社会を築

くための運動です。

鶴
川
内
中
学
校
で

県
主
催
の
『
環
境
教
育
授
業
』
開
催

第
64
回
「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」
出
発
式

体験学習 ニュース

７月５日、阿久根大島、脇本、大川島海水

浴場で海開きが行われました。

阿久根大島海水浴場では、神事が行われた

後、阿久根中学校の生徒などが、歓声をあげ

ながら勢いよく海に飛び込み、阿久根の夏を

一番乗りで楽しんでいました。

阿久根大島海水浴場
脇本海水浴場
大川島海水浴場

まちの話題　みんなのアルバム

待っていました！
阿久根の海開き　～８/31(日)

阿久根大島、脇本、大川

島の３海水浴場では、８

月31日㈰まで海開きをし

ています。今年の夏はぜ

ひ、ご家族などとお出か

けください。
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まちの話題
みんなのアルバム

６月８日、おれんじ鉄道を地元沿線

から応援しようと２年前に結成した

「おれんじ鉄道応援隊」の方々や地元

の小中学校の子どもたちなど約100人

が、折口駅に花の苗を植えました。駅

ホームの花壇に植えられた花は、サル

ビアやマリーゴールドなど約1,000株。
開花が楽しみです。

お
れ
ん
じ
鉄
道
応
援
隊
な
ど
が

折
口
駅
に
花
の
苗
植
え
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

６月６日、市民会館大ホールで、市

内の中学生を対象とした「青少年のた

めの芸術鑑賞事業」が開催されました。

鹿児島オペラ協会と鹿児島県筝曲会

の方々が、オペラの歌の披露や珍しい

筝の生演奏を披露し、来場した生徒や

先生など約580人が聴き入っていまし

た。

青
少
年
の
た
め
の
芸
術
鑑
賞
事
業

声
楽
・
『
オ
ペ
ラ
の
楽
し
み
』
と
邦
楽
・
『
筝そ
う

の
調
べ
』

地域貢献

イベント

イベント

イベント

６月15日、田代地区で田代カッセイ会

主催のアジサイウォーキングが開催され

ました。地域住民や田代小学校の子ども

たち約50名が参加。地区内の県道沿いに

咲くアジサイを眺めるウォーキングで、

終了後はバーベキューをして交流を深め

ていました。

キリスト教保育の「花の日」の一環で、

６月９日、めぐみ幼稚園・保育園の年長

青帽子21人が市役所を訪れ、花束と園児

のメッセージ入りの作品や元気な歌声を

届けてくれました。

田
代
の
ア
ジ
サ
イ
を
眺
め
る

～
第
２
回
ア
ジ
サ
イ
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
～

め
ぐ
み
幼
稚
園
・
保
育
園
の
園
児
が

「
花
の
日
」
の
行
事
で
市
役
所
訪
問

ニュース

表彰を受ける石原善和さん（左）

▲毎日、畜舎の消毒が実施
され、清掃の行き届いた 
㈱マル善の農場

農
場
の
衛
生
環
境
の
向
上

に
積
極
的
に
取
り
組
ま
れ
た

こ
と
が
評
価
さ
れ
、
松
ヶ
根

区
の
㈱
マ
ル
善 

石
原
善
和
さ

ん
が
、「
か
ご
し
ま
畜
産
の
日
」

実
行
委
員
会
が
主
催
す
る
農

場
環
境
衛
生
コ
ン
ク
ー
ル
で

見
事
『
優
秀
賞
』
を
受
賞
さ

れ
ま
し
た
。

農
場
環
境
衛
生
コ
ン

『
優
秀
賞
』
受
賞

㈱
マ
ル
善
（
松
ヶ
根
区
）

石
原
善
和
さ
ん
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阿久根市消防操法大会

久
根
市
消
防
操
法
大

会
が
６
月
29

日
、
市

役
所
駐
車
場
で
行
わ
れ
、

市
内
８
分
団
25

班
か
ら
ポ

ン
プ
車
の
部
５
チ
ー
ム
、

小
型
ポ
ン
プ
の
部
11

チ
ー

ム
が
出
場
し
、
訓
練
の
成

果
を
競
い
ま
し
た
。

ま
た
、
今
年
の
各
種
目

の
優
勝
チ
ー
ム
は
、
８
月

３
日
㈰
に
出
水
市
で
開
催

さ
れ
る
出
水
支
部
消
防
操

法
大
会
に
出
場
し
ま
す
。

市
民
の
皆
さ
ま
の
応
援
と

ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。な
お
、競
技
結

果
は
、表
の
と
お
り
で
す
。

阿

筒先交代を行う指揮者（右）と１番員（左）
小型ポンプの部
優勝　三笠分団　黒之浜班

ポンプ車の部　優勝　鶴川内分団

全国女性消防操法大会出場を目指して

女性消防隊用として配備された小型動力ポンプ

７月１日、平成26年度コミュニティ助成事業地域
防災組織育成助成事業を活用して、阿久根市消防団
女性消防隊に小型動力消防ポンプ一式などが配備さ
れました。
同消防隊の牛之濱由美隊長は、「２年に１回開催
される全国女性消防操法大会出場を目指し、隊員一
同なお一層がんばります」と抱負を語ってください
ました。

女性消防隊用の小型動力ポンプ
一式やヘルメット、編上靴等の
被服装備品などを配備
（阿久根市消防団女性消防隊）

ニュース
◇団体の部

ポンプ車の部 小型ポンプの部

優 勝 鶴 川 内 分 団 三笠分団 黒之浜班

準優勝 大 川 分 団 三笠分団 古 里 班

第３位 三笠分団 瀬之浦班

◇個人賞

ポンプ車の部 小型ポンプの部

指揮者
濵 田 洋 一

（ 大 川 分 団 ）

早 水 健 児

（三笠分団 古里班）

１番員
米 次 聖 吾

（ 鶴 川 内 分 団 ）

春 田 和 昭

（折多分団 多田班）

２番員
花 田 　 博

（ 大 川 分 団 ）

濵 元 雄 貴

（三笠分団 黒之浜班）

３番員
本 村 淳 一

（ 鶴 川 内 分 団 ）

黒 坂 一 男

（三笠分団 黒之浜班）

４番員
栗 栖 広 成

（三笠分団 三笠班）
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月
６
日
、
大
阪
市
で
近
畿
地
区

阿
久
根
会
の
総
会
が
、
５
月
18

日
に
は
、
名
古
屋
市
で
東
海
地
区
阿

久
根
会
の
総
会
が
、６
月
15

日
に
は
、

大
阪
市
で
鹿
児
島
三
笠
会
の
総
会
が
、

盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

近
畿
地
区
阿
久
根
会
や
東
海
地
区

阿
久
根
会
は
、
本
市
出
身
の
方
が
会

員
の
会
で
、
長
年
阿
久
根
市
の
観
光

を
含
め
た
Ｐ
Ｒ
活
動
を
積
極
的
に

行
っ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

鹿
児
島
三
笠
会
は
、
三
笠
中
学
校

の
卒
業
生
の
親
睦
を
図
る
た
め
、
平

成
10

年
に
設
立
さ
れ
、
現
在
ま
で
活

動
を
行
っ
て
お
ら
れ
る
団
体
で
す
。

各
総
会
に
は
、
会
員
の
方
々
の
ほ

か
、
本
市
か
ら
は
西
平
良
将
市
長
を

は
じ
め
、
阿
久
根
市
議
会
お
よ
び
商

工
関
係
者
ら
が
出
席
し
、
阿
久
根
の

近
況
な
ど
を
報
告
し
ま
し
た
。
参
加

者
は
、
焼
酎
を
片
手
に
故
郷
阿
久
根

の
思
い
出
話
に
花
を
咲
か
せ
て
い
ま

し
た
。

ま
た
、
近
畿
地
区
阿
久
根
会
、
東

海
地
区
阿
久
根
会
、
鹿
児
島
三
笠
会

か
ら
本
市
へ
の
郷
土
募
金
と
し
て
多

額
の
寄
付
が
あ
り
ま
し
た
。

市
で
は
、
こ
の
貴
重
な
浄
財
を
ふ

る
さ
と
阿
久
根
の
活
性
化
に
役
立
て

て
ま
い
り
ま
す
。

４

ふるさとへの熱い思い

平成26年
鹿児島三笠会総会

第32回東海地区
阿久根会総会

第56回近畿地区
阿久根会総会
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駅file　

②

に
ぎ
わ
い
交
流
館

阿
久
根
駅
情
報

と
し
て
の
機
能
の
ほ
か
に
、
人
々

が
交
流
し
、
に
ぎ
わ
い
が
生
ま
れ

る
場
所
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

コ
ン
セ
プ
ト
は
、「
ま
ち
の
迎
賓
館
」

今
月
は
、
阿
久
根
駅
の
こ
だ
わ
り
に

つ
い
て
ご
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。

「
ま
ち
の
公
民
館
」
で
す
。

観
光
客
や
他
の
ま
ち
か
ら
来
ら
れ
る

お
客
さ
ま
を
市
民
が
お
も
て
な
し
の
心

で
お
迎
え
す
る
「
迎
賓
館
」
で
あ
る
と

同
時
に
、
市
民
の
皆
さ
ま
が
交
流
し
、

憩
う
「
公
民
館
」
で
あ
り
た
い
と
の
願

い
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

食
堂
や
売
店
、
カ
フ
ェ
に
は
、「
阿

久
根
屋
」
と
い
う
名
前
が
つ
け
ら
れ
て

い
ま
す
。

こ
れ
は
、
建
物
を
デ
ザ
イ
ン
さ
れ
た

水
戸
岡
鋭
治
さ
ん
の
発
案
で
、
阿
久
根

の
良
い
モ
ノ
を
知
っ
て
も
ら
う
場
所
と

い
う
こ
と
で
名
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

ロ
ゴ
マ
ー
ク
も
水
戸
岡
さ
ん
の
デ
ザ
イ

ン
で
す
。

駅

ル
シ
ェ
に
な
っ
た
り
、
音
楽
ホ
ー

ル
に
な
っ
た
り
、
ミ
ニ
シ
ア
タ
ー

に
な
っ
た
り
と
多
目
的
に
使
え
る
よ
う

に
デ
ザ
イ
ン
さ
れ
て
い
ま
す
。

普
段
の
待
合
室
は
、
阿
久
根
の
玄
関

口
と
し
て
、「
ま
ち
の
迎
賓
館
」
に
ふ

さ
わ
し
い
ホ
テ
ル
の
ロ
ビ
ー
を
思
わ
せ

る
内
装
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
中
２
階

の
下
に
暖
簾
を
か
け
れ
ば
、
マ
ル
シ
ェ

会
場
に
、
ピ
ア
ノ
を
置
い
て
椅
子
を
並

べ
れ
ば
ラ
イ
ブ
会
場
に
変
身
し
ま
す
。

今
後
は
、
ミ
ニ
シ
ア
タ
ー
や
ギ
ャ
ラ

リ
ー
と
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
活
用
を

図
っ
て
い
く
予
定
で
す
。

マ

※
問
い
合
わ
せ
先

・
商
工
観
光
課
（
直
通
）

☎
０
９
９
６
（
７
３
）
１
１
１
４

・
に
ぎ
わ
い
交
流
館
阿
久
根
駅

☎
０
９
９
６
（
７
３
）
４
８
５
０

イ
ベ
ン
ト
案
内	

毎
月
第
１
日
曜
日
は
、
駅
マ
ル

シ
ェ
「
旬
な
モ
ノ
市
」
を
開
催
し
、

毎
月
第
３
日
曜
日
に
は「
音
楽
の
日
」

と
し
て
音
楽
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
て

い
ま
す
。

な
お
、
出
演
を
ご
希
望
の
方
は
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

s７月６日に
開催された駅

マルシェ「旬

なモノ市」

t６月15日
に開催され
た和田明さ
んと松本圭
使さんによ
るジャズラ
イブ

▼
阿
久
根
駅
の

こ
だ
わ
り
②　

変
化
す
る
待
合
室

・
『
阿
久
根
屋
』

▼
阿
久
根
駅
の

こ
だ
わ
り
①　

ネ
ー
ミ
ン
グ

・
『
に
ぎ
わ
い
交
流
館
阿
久
根
駅
』
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阿
久
根
高
校
・
阿
久
根
農
業
高
校
・
長

島
高
校
の
３
校
の
伝
統
を
引
き
継
い
で

発
展
を
続
け
る
鶴
翔
高
校
。

今
月
は
、
活
躍
め
ざ
ま
し
い
農
業
学
科

の
取
り
組
み
を
紹
介
し
ま
す
。

▼「
３
年
Ａ
組
の
」シ
リ
ー
ズ
で
大
好
評

の「
豚
味
噌
」を
さ
ら
に
活
用
す
べ
く
、
10

周
年
記
念
に
向
け
て
、「
豚
味
噌
」「
た
け

の
こ
味
噌
」
を
使
っ
た
新
し
い
レ
シ
ピ

を
ア
ク
ネ
大
使
で
料
理
研
究
家
の
平
野

ル
ミ
子
先
生
監
修
の
も
と
作
成
中
で
す
。

ま
た
、
昨
年
好
評
だ
っ
た
ア
イ
ス

バ
ー
「
み
か
ん
の
幸
せ
」
を
「
お
れ
ん

じ
色
の
幸
せ
」
と
し
て
、
さ
ら
に
パ

ワ
ー
ア
ッ
プ
し
て
今
年
も
南
九
州
フ
ァ

ミ
リ
ー
マ
ー
ト
と
セ
イ
カ
食
品
の
ご
協

力
に
よ
り
販
売
す
る
予
定
で
す
。
ぜ
ひ

ご
期
待
く
だ
さ
い
。

▼
最
近
の
生
徒
の
主
な
成
果
と
し
て

は
、
先
日
行
わ
れ
た
鹿
児
島
県
学
校
農

業
ク
ラ
ブ
連
盟
各
種
発
表
会
の
意
見
発

表
「
文
化
・
生
活
」
部
門
で
農
業
科
学

科
２
年
の
徳
永
優
希
さ
ん
が
「
最
優
秀

賞
」
を
獲
得
し
、
九
州
大
会
出
場
を
決

め
て
く
れ
ま
し
た
。

県
学
校
農
業
ク
ラ
ブ
連
盟
県
大
会

ス
ロ
ー
ガ
ン

「
農
ク
魂
　
一
つ
に
つ
な
い
で

未
来
へ
紡
げ

空
と
大
地
の
恵
み
を
う
け
て
」

に
お
い
て
も
食
品
技
術
科
３
年
の
丑
尾

田
菜
月
さ
ん
が「
最
優
秀
賞
」を
獲
得
し
、

県
大
会
の
ス
テ
ー
ジ
を
飾
り
ま
し
た
。

▼
出
水
地
区
畜
産
共
進
会
で
は
、
昨
年

４
月
に
本
校
で
誕
生
し
た
雌
牛
「
ひ
さ

こ
号
」
が
開
校
以
来
初
の
快
挙
「
グ
ラ

ン
ド
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
」に
輝
き
ま
し
た
。

ま
た
、
本
校
は
地
域
と
の
連
携
も
積

極
的
に
行
っ
て
い
ま
す
。
先
日
行
っ
た

田
植
え
実
習
で
は
、
阿
久
根
幼
稚
園
の

園
児
と
生
徒
が
一
緒
に
田
植
え
を
行

い
、
園
児
た
ち
に
大
好
評
で
し
た
。

さ
ら
に
、
協
働
に
よ
る
育
苗
体
験
活

動
と
し
て
、
地
域
の
方
々
と
生
徒
が
一

緒
に
な
っ
て
花
の
苗
を
育
て
る
活
動
を

し
て
い
ま
す
。

▼
こ
の
よ
う
な
取
り
組
み
や
生
徒
の
活

躍
に
つ
い
て
、
農
場
長
の
増
永
教
諭
は

「
生
徒
と
地
域
の
方
々
と
の
連
携
活
動

は
、
進
路
実
現
や
資
格
取
得
に
お
い
て

着
実
に
成
果
が
表
れ
て
い
ま
す
。
本
校

に
対
す
る
温
か
い
ご
支
援
の
も
と
、
高

校
生
の
力
で
さ
ら
に
阿
久
根
を
盛
り
上

げ
て
い
け
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
」
と

力
強
く
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

鶴
翔
高
校
は
今
後
も
、
鹿
児
島
県
の

農
業
を
担
う
後
継
者
育
成
に
力
を
入
れ

て
い
き
ま
す
。

t出水地区畜産共進会で見
事グランドチャンピオンに
なった鶴翔高校産の雌牛
「ひさこ号」と受賞を喜ぶ
鶴翔高校の生徒ら

▼昨年販売して、好評で
あったアイスバー「みかん
の幸せ」

鶴
翔
高
校

創
立
10
周
年

特 集
第２回

農
業
学
科
の

取
り
組
み

9 Akune
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験
用

試
採※受験申込書の請求・提出先および問い合わせ先

阿久根市役所 総務課 職員係
〒８９９－１６９６　阿久根市鶴見町２００番地
☎０９９６－７３－１２１２（直通）
なお、市のホームページでは、『募集案内』、『受験申込書』が
ダウンロードできます。
http://www.city.akune.kagoshima.jp/sisei/saiyo.html

阿久根市職員　募集

詳しくは市のＷｅｂサイトで

求む！
未来を拓く元

げ ん

気
き

者
も ん
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阿久根市職員募集
１　試験職種、採用予定人員および受験資格等

受験資格については、採用時において阿久根市内に居住できる者で、受験資格欄に定めてある全

ての要件を満たさなければなりません。なお、採用試験の応募は、１職種に限り、重複しての応募

はできません。また、受付期間終了後の試験職種の変更はできません。

試験
区分

職　種
採用
予定
人員

受　　　験　　　資　　　格

行
　
政
　
職

一般事務 若干名
①昭和60年４月２日から平成９年４月１日までに生まれた者で、学校
教育法に基づく高等学校（同等資格を含む）を卒業した者または平
成27年３月までに卒業見込みの者

土 木 若干名
①昭和55年４月２日から平成９年４月１日までに生まれた者
②土木技術の専門課程を修了した者または履修見込みの者

建 築 若干名
①昭和50年４月２日以降に生まれた者
②採用時において、２級建築士以上の資格を有する者または取得見込
みの者

保 健 師 若干名
①昭和55年４月２日以降に生まれた者
②採用時において、保健師の免許を有する者または取得見込みの者

消
防
職

消 防 若干名
①平成元年４月２日から平成９年４月１日までに生まれた者で、学校
教育法に基づく高等学校（同等資格を含む）を卒業した者または平
成27年３月までに卒業見込みの者

２　試験の方法および内容

・第１次試験　教養試験（全職種）、事務適性検査（消防職を除く全職種）、職場適応性検査（全職種）、

作文試験（一般事務）、専門試験（土木、建築、保健師）、体力試験（消防職）

・第２次試験　面接試験（全職種）、身体検査（消防職）

３　試験日および場所

・第１次試験　平成26年９月21日㈰　場所：阿久根市役所　２階会議室

・第２次試験　平成26年10月下旬

４　受験手続

⑴　提出書類 ①受験申込書　１通
※申込書は市役所本庁・支所等で配布。郵便請求・市ホームページからダウンロード可。

②最終学歴の卒業証明書または卒業見込証明書　１通（開封無効）

③最終学歴の成績証明書　１通（開封無効）

④写真２枚（最近３か月以内に撮影した上半身脱帽正面向、縦５㎝・横3.5㎝）
⑤「土木」の受験者は、土木技術の専門課程の修了証明書、「建築」の受験者は、

２級建築士以上の資格証明書の写し、「保健師」の受験者は、保健師の免許証の

写しが必要です。なお、それぞれ履修および取得見込みの方は除きます。

⑵　受付期間　平成26年８月22日㈮まで（受付時間：午前８時30分～午後５時15分）

※ただし、土日・休日は除く。郵送提出は、平成26年８月22日㈮の消印まで有効。
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阿久根市政ニュース
市の取り組みなどについてお知らせします。

阿久根のスターゼンミートプロセッサー㈱が

ＥＵ（欧州連合）に鹿児島和牛初出荷
６月16日、スターゼンミートプロセッサー㈱阿久根工

場でＥＵ（欧州連合）向け牛肉輸出第１便の出発式が開
催されました。厚生労働省認定のＥＵ向け牛肉輸出は、
国内では群馬県の施設に次いで２例目。初出荷量は４、
５等級の県産黒毛和牛肉600キロ。
同社は今年度、牛肉18トンをＥＵに向けて輸出する計

画で、平成32年度までに年間60トンまで輸出量を拡大さ
せたい意向とのことでした。

ＥＵへ
鹿児島県産

和牛初出荷

映像で阿久根の魅力を発信
地域メディアプロデューサー講座始動
６月９日、「地域メディアプロデューサー育成講座」が

開講し、グローカルメディアプロデューサーの榎田竜路
氏による講義が行われました。地域や企業の魅力（価値）
に気づき、それを生かしていくために、情報を資産とし
て運用していく手法を映像制作を通して学ぶ講座です。
受講生は18名、異業種同士で２人１組となり、仕事ぶ

りやインタビューに写真や曲を付け、互いに相手方を対
象にした約２分の作品を制作していきます。全６回の講
座で、作品発表会を12月13日に『にぎわい交流館阿久根
駅』で開催する予定です。

地域メディア

プロデューサー育成

ＭＢＣテレビとラジオで
阿久根市ふるさとウィーク
６月30日から７月６日にかけての１週間、『阿久根市
ふるさとウィーク』としてＭＢＣテレビやラジオで阿久
根市の話題などが連日放映、放送されました。
同テレビの番組に西平良将市長が生出演したほか、『に

ぎわい交流館阿久根駅』の特集番組や「10年後のあなた
へ」と題したコーナーでは、毎日市民の方々が紹介され
ました。
また、ラジオでは毎日ポニー号が本市を訪れて旬の情

報を発信していただいたり、番組が組まれるなど盛りだ
くさんの内容でした。

阿久根市

ふるさとウィーク

土砂災害に備え市内災害危険箇所の
防災点検を実施
梅雨の季節を迎えた６月19日、市では県や警察、消防

関係者等と一緒に市内の急傾斜地や河川の危険箇所点検
を実施しました。
現場視察では危険箇所の状況を確認し、その後、市役

所でそれぞれの箇所ごとに予測される災害や今後の防災
方法、災害時の連携などについて、意見交換を行いまし
た。

災害危険箇所の

防災点検

ＥＵ向け牛肉輸出第１便出発式でテープカット
を行う関係者

ＭＢＣテレビ『ズバッと！鹿児島』に生出演
する西平良将市長（左から３人目）

災害危険箇所の防災点検を行う関係者
（尻無区）

「地域の魅力に気づき、伝える力を身に付ける
ことが重要」と強調する講師の榎田竜路氏
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市民交流センターと市立図書館の立体イメージ（鳥か
ん図）。なお、建物の色など詳細については、実施設計
の段階で検討します

第６回市民ワークショップ開催

市民交流センター＆市立図書館

『基本設計書』が完成！

第６回目となる市民交流センター及び市立図書

館設計業務に関する市民ワークショップが、６月

22日に市民会館で開催されました。

今回は、完成する直前の「基本設計書」の内容

について、設計者である㈲ナスカから説明があり、

その後、参加者からの質問や意見に答えるという

形式で行われました。

また、当日は、市民ワークショップの委員のほ

か、市民交流センター（仮称）建設委員会の委員

の方々にも出席していただき、「基本設計書」に

ついての説明を一緒に受けていただきました。

今後は、作成された「基本設計書」を基にして、

「実施設計書」の作成に移り、具体的な建設計画

に向けた作業が始まります。

なお、市民の皆さまを対象に、今回完成した「基

本設計書」に関する説明会を平成26年８月３日㈰、

市民会館大ホールで開催する予定です。

※問い合わせ先

教育総務課　総務係

☎０９９６（７３）１２５７（直通）

▲s市民ワーク
ショップで委員か
ら出された意見を
基にして製作され
た立体模型

t模型をもとに
「基本設計」につ

いて説明を受ける

参加者
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【
ジ
ュ
ニ
ア
の
部
（
小
中
学
生
）】

・
平
面
作
品（
八
つ
切
り
白
色
に
限
る
）

※
台
紙
Ａ
３
サ
イ
ズ
（
四
つ
切
り
白

色
に
限
る
）

◇
画
　
題
　
原
則
と
し
て
自
由

◇
出
品
料
　
１
点
に
つ
き
２
千
円

２
点
目
以
降
は
千
五
百
円

た
だ
し
、一
人
３
点
ま
で
。

小
中
高
校
生
は
無
料
。

※
問
い
合
わ
せ
先

生
涯
学
習
課
（
市
民
会
館
内
）

☎
０
９
９
６
（
７
２
）
１
０
５
１

16

回
あ
く
ね
洋
画
展
作
品
を
募
集

し
て
い
ま
す
。

作
品
の
搬
入
（
応
募
）
等
の
詳
細
に

つ
い
て
は
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確

認
さ
れ
る
か
、
生
涯
学
習
課
（
市
民
会

館
内
）ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◇
会
期
　
８
月
23

日
㈯
〜
31

日
㈰

午
前
９
時
〜
午
後
６
時

◇
会
場
　
市
民
会
館
大
ホ
ー
ル

◇
種
目

【
一
般
・
高
校
生
の
部
】

・
洋
画
（
水
彩
画
を
含
む
）

15

号
以
下

第

揚
げ
さ
れ
た
ば
か
り
の
新
鮮
な
魚

介
類
や
水
産
加
工
品
が
、
市
価
よ

り
も
安
く
販
売
さ
れ
る
ほ
か
、
魚
の
つ

か
み
取
り
や
マ
グ
ロ
解
体
シ
ョ
ー
、
薩

摩
剣
士
隼
人
シ
ョ
ー
な
ど
も
行
わ
れ
、

大
人
か
ら
子
ど
も
ま
で
楽
し
め
る
イ
ベ

ン
ト
が
盛
り
だ
く
さ
ん
で
す
。

◇
日
時
　
８
月
10

日(

日)

午
前
９
時
〜
午
後
２
時

◇
場
所
　
阿
久
根
漁
港
新
港
水
揚
げ
場

◇
イ
ベ
ン
ト
内
容

・
鮮
魚
や
貝
類
、
水
産
加
工
品
の
即
売

・
魚
の
つ
か
み
取
り

小
学
生
以
下
を
対
象
に
、
ア
ジ
や
ブ

リ
の
つ
か
み
取
り

・
マ
グ
ロ
解
体
シ
ョ
ー

水

・
お
楽
し
み
抽
選
会

・
阿
久
根
発
Ｂ
級
グ
ル
メ

あ
じ
飯
、
さ
ば
飯
、
お
魚
カ
レ
ー
パ

ン
ド
ッ
ク
、
お
魚
ド
ー
ナ
ッ
ツ
、
あ

く
ね
棒
、
浜
串

・
イ
ワ
シ
丸
干
し
試
食
コ
ー
ナ
ー

・
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト

薩
摩
剣
士
隼
人
シ
ョ
ー
、
シ
ー
ク

イ
ー
ン
お
披
露
目
、太
鼓
演
奏
、エ
ッ

サ
ッ
サ

・
展
示
イ
ベ
ン
ト
コ
ー
ナ
ー

九
州
電
力
ブ
ー
ス
、
鹿
児
島
県
国
保

連
合
会
ブ
ー
ス

※
問
い
合
わ
せ
先

水
産
林
務
課

０
９
９
６（
７
３
）１
１
６
２（
直
通
）

第
16
回
あ
く
ね
洋
画
展
作
品
募
集

▲第15回あくね洋画大賞（一般・高校生の部）
『海Ⅱ』蒔内一行氏

▼作品解説を行う審査員

第
23
回
あ
く
ね
新
鮮
お
さ
か
な
祭
り

市
役
所
か
ら
の
お
知
ら
せ
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し
か
し
、
返
品
に
関
す
る
事
項
が
記

載
さ
れ
て
い
な
い
場
合
は
、「
商
品
を

受
け
取
っ
た
日
か
ら
８
日
間
は
発
送
料

消
費
者
負
担
」
で
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ

を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
注
文
す
る
場
合

に
注
意
す
べ
き
こ
と
と
し
て
、
海
外
の

サ
イ
ト
は
国
内
に
比
べ
て
リ
ス
ク
が
高

い
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
不
自
然
な
日
本

語
表
記
が
さ
れ
て
い
た
り
、
メ
ー
ル
ア

ド
レ
ス
し
か
記
載
さ
れ
て
い
な
い
よ
う

な
サ
イ
ト
は
、
特
に
危
険
で
す
。

注
文
す
る
前
に
、
注
意
書
を
よ
く
読

み
、
事
業
者
の
所
在
地
や
連
絡
先
な
ど

の
情
報
を
し
っ
か
り
確
認
す
る
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。

テ
レ
ビ
通
販
の
場
合
も
同
様
に
、
電

話
で
注
文
す
る
際
に
返
品
条
件
等
を
よ

く
質
問
し
て
確
認
す
る
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。
困
っ
た
場
合
は
、
消
費
生
活

セ
ン
タ
ー
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

※
問
い
合
わ
せ
先

阿
久
根
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

☎
０
９
９
６（
７
３
）１
２
１
１（
代
表
）

（
内
線
１
１
１
２
）

月
号
は
『
通
信
販
売
』
に
つ
い
て

で
す
。

最
近
は
、
お
店
に
出
向
か
ず
に
商
品

を
購
入
す
る
こ
と
が
当
然
の
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。「
テ
レ
ビ
を
見
な
が
ら
電

話
で
注
文
」「
カ
タ
ロ
グ
か
ら
ハ
ガ
キ

や
電
話
で
注
文
」「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

で
注
文
」
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
通
信
媒

体
を
利
用
し
て
販
売
す
る
の
が
『
通
信

販
売
』
で
す
。

『
通
信
販
売
』
は
便
利
な
反
面
、
実

物
を
見
ず
に
写
真
等
の
画
像
で
判
断
し

て
購
入
す
る
た
め
、
思
っ
て
い
た
も
の

と
違
う
な
ど
の
リ
ス
ク
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
注
文
し

た
場
合
、
掲
載
し
て
い
た
画
像
と
違
っ

て
い
た
り
、
模
倣
品
が
届
い
た
り
す
る

場
合
が
あ
る
上
、
出
品
者
と
連
絡
が
取

れ
な
く
な
る
な
ど
、
ト
ラ
ブ
ル
が
増
加

傾
向
に
あ
り
ま
す
。

『
通
信
販
売
』
は
、
ク
ー
リ
ン
グ
・

オ
フ
制
度
が
な
く
、
業
者
の
返
品
条
件

が
優
先
さ
れ
る
た
め
、
注
意
が
必
要
で

す
。
基
本
的
に
「
返
品
不
可
」
の
表
示

が
あ
れ
ば
、
返
品
す
る
こ
と
が
で
き
ま

せ
ん
。

今

部
免
除
と
な
り
ま
す
。

免
除
・
納
付
猶
予
の
承

認
を
受
け
た
期
間
は
、
将

来
受
け
取
る
年
金
額
が
少

な
く
な
り
ま
す
が
、
追
納

す
る
こ
と
で
将
来
の
年
金

額
を
増
や
す
こ
と
が
で
き

ま
す
。

た
だ
し
、
免
除
・
猶
予

の
申
請
を
せ
ず
に
、
保
険

料
を
納
め
な
い
状
態
が
続

く
と
、
年
金
が
受
け
ら
れ

な
く
な
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。保

険
料
の
納
付
に
困
っ

民
年
金
保
険
料
の
納
付
が
経
済
的

に
困
難
な
場
合
、
保
険
料
の
納
付

が
「
免
除
」「
猶
予
」
さ
れ
る
制
度
が

あ
り
ま
す
。

本
人
や
配
偶
者
、
世
帯
主
各
々
の
前

年
の
所
得
が
一
定
以
下
の
場
合
や
失
業

等
の
理
由
が
あ
る
場
合
、
申
請
に
よ
り

保
険
料
の
納
付
が
全
額
免
除
ま
た
は
一

国

た
ら
、
早
め
に
市
民
環
境
課
住
民
年
金

係
ま
た
は
川
内
年
金
事
務
所
ま
で
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

な
お
、
学
生
の
方
は
、
学
生
納
付
特

例
制
度
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

今
月
は
『
通
信
販
売
』

【第３回】

消
費

生
活
コ
ー
ナ
ー

国
民
年
金
保
険
料
免
除
制
度

ご
存
知
で
す
か

国
民
年
金

※
問
い
合
わ
せ
先

・
川
内
年
金
事
務
所

☎
０
９
９
６（
２
２
）５
２
７
６

・
市
民
環
境
課
　
住
民
年
金
係

☎
０
９
９
６（
７
３
）１
２
１
８（
直
通
）

『国民年金保険料』の免除・
猶予の申請を受付中です

「
免
除
期
間
」
は
、

「
未
納
期
間
」
に
は

な
ら
な
い
そ
う
で

す
よ
。
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で
は
、
阿
久
根
市
国
民
健
康
保
険

被
保
険
者
の
健
康
増
進
お
よ
び
特

定
健
診
の
受
診
率
向
上
を
図
る
た
め
、

同
被
保
険
者
の
特
定
健
診
受
診
者
を
対

象
に
「
温
泉
入
浴
券
」
を
交
付
し
ま
す
。

◇
対
象
者

国
民
健
康
保
険
税
を
完
納
し
て
い
る

世
帯
に
属
す
る
40

歳
か
ら
74

歳
ま
で
の

阿
久
根
市
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者

で
、
特
定
健
診
を
受
診
し
結
果
報
告
会

ま
で
参
加
し
た
方

◇
温
泉
入
浴
券

１
枚
300

円
の
入
浴
券
（
10

枚
綴
り
）

を
交
付
し
ま
す
。
年
度
内
に
１
回
限
り

の
交
付
と
な
り
ま
す
。
紛
失
し
た
場
合

の
再
発
行
は
で
き
ま
せ
ん
。

市

◇
温
泉
券
の
利
用
上
の
注
意

「
温
泉
入
浴
券
」は
、他
人
へ
の
貸
与
、

譲
渡
は
で
き
ま
せ
ん
（
家
族
も
不
可
）。

万
一
、
不
正
に
使
用
し
た
場
合
は
、

「
温
泉
入
浴
券
」
で
補
助
し
た
金
額
を

市
へ
返
納
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

（注1）
温
泉
入
浴
券
が
利
用
で
き
る

温
泉
施
設

き
み
よ
し
温
泉
、
ク
ア
ド
ー
ム
阿
久

根
、
グ
ラ
ン
ビ
ュ
ー
あ
く
ね
、
栄
屋

旅
館
、
ひ
さ
ご
旅
館
（
昼
間
の
み
）、

ロ
ッ
ク
ス
イ
ン

※
問
い
合
わ
せ
先

健
康
増
進
課
　
国
保
係

☎
０
９
９
６（
７
３
）１
２
２
４（
直
通
）

☎
０
９
９
６（
７
３
）１
２
１
１（
代
表
）

（
内
線
１
４
５
３
・
１
４
５
４
）

▼
40
歳
か
ら
74
歳
ま
で
の
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
で

特
定
健
診
を
受
け
れ
ば

温
泉
入
浴
助
成
券
の

交
付
申
請
が
で
き
ま
す

●温泉入浴券助成事業の流れ （被保険者）
①特定健診の受診

③温泉入浴券の交付

②結果報告会への参加

④温泉入浴券の利用

※温泉入浴券は、特定健診の
受診および結果報告会まで
本人が参加しなければ申請
できません。

※温泉入浴券は、他人への貸
与、譲渡はできません。家
族であっても不可。

■申請時に持参するもの　
保険証、印かん、「特定健
診・報告会参加済」と朱色
で押印された健診結果表。

７月・９月に開催される特
定健診を受診してください。

後日、開催する結果報告会
に「本人」が参加してくだ
さい。
結果報告会に参加された被
保険者の結果通知書に「特
定健診・報告会参加済」と
押印します。

「温泉入浴券」は、市
（注１）

内の
温泉施設で１回の入浴につ
き、１枚利用できます。
ご利用の際に、「温泉入浴
券」を温泉施設の窓口に提
出し、補助金額３００円を
差し引いた料金をお支払い
ください。

特定健診を受診し、結果報
告会まで参加された方は、
市役所国保係で温泉入浴券
交付申請を行ってくださ
い。審査の上、「温泉入浴券」
を交付します。

ま
ず
は
、

受
診
。
➡

➡

➡
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◇
対
象
者

受
診
日
時
点
で
、
満
50

歳
以
上
の
鹿
児
島
県
民

（
希
望
者
）

※
た
だ
し
、
肺
が
ん
の
治

療
中
ま
た
は
肺
が
ん
疑

い
や
肺
が
ん
術
後
の
経

過
観
察
中
等
で
、
医
師

の
管
理
下
に
あ
る
方
は

除
き
ま
す
。

ま
た
、
市
の
が
ん
検

診
な
ど
で
「
要
精
密
検

査
」
と
な
っ
た
方
も
除

き
ま
す
。

◇
検
診
費
用

３
，
１
５
０
円

※
通
常
の
自
己
負
担
額

と
比
べ
て
３
割
以
下

の
額
で
す
。

◇
実
施
期
間

平
成
27

年
３
月
末
ま
で

◇
検
診
機
関

・
出
水
郡
医
師
会
広
域
医

療
セ
ン
タ
ー

☎
０
９
９
６
（
７
３
）

１
３
３
１

・
内
山
病
院

☎
０
９
９
６
（
７
３
）
１
５
５
１

・
出
水
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー

☎
０
９
９
６
（
６
７
）
１
６
１
１

・
吉
井
中
央
病
院

☎
０
９
９
６
（
６
２
）
３
１
１
１

・
済
生
会
川
内
病
院

☎
０
９
９
６
（
２
３
）
５
２
２
１

・
川
内
市
医
師
会
立
市
民
病
院

☎
０
９
９
６
（
２
２
）
１
１
１
１

※
こ
れ
以
外
の
医
療
機
関
に
つ
い
て

は
、
市
役
所
保
健
予
防
係
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◇
受
診
方
法

必
ず
検
診
機
関
に
受
診
日
や
時
間
を

お
問
い
合
わ
せ
の
上
、
受
診
し
て
く
だ

さ
い
。

受
診
の
際
は
、
生
年
月
日
・
住
所
が

確
認
で
き
る
も
の
（
運
転
免
許
証
、
健

康
保
険
証
等
）を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

◇
「
熱
中
症
」
と
は

「
熱
中
症
」
は
、
室
温
や
気
温
が
高

い
中
で
の
作
業
や
運
動
に
よ
り
、
体
内

の
水
分
や
塩
分
（
ナ
ト
リ
ウ
ム
）
な
ど

の
バ
ラ
ン
ス
が
崩
れ
、
体
温
の
調
節
機

能
が
働
か
な
く
な
り
、
体
温
上
昇
、
め

ま
い
、
体
が
だ
る
い
、
ひ
ど
い
と
き

に
は
け
い
れ
ん
や
意
識
の
異
常
な
ど
、

様
々
な
症
状
を
お
こ
す
病
気
で
す
。

家
の
中
で
じ
っ
と
し
て
い
て
も
室
温

や
湿
度
が
高
い
た
め
に
、「
熱
中
症
」

に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
注
意

が
必
要
で
す
。

◇
「
熱
中
症
」
予
防
の
ポ
イ
ン
ト

①
部
屋
の
温
度
を
こ
ま
め
に
チ
ェ
ッ
ク

し
ま
し
ょ
う
。

②
室
温
28

度
を
越
え
な
い
よ
う
に
、
エ

ア
コ
ン
や
扇
風
機
を
上
手
に
使
い
ま

し
ょ
う
。

③
の
ど
が
渇
い
た
と
感
じ
た
ら
必
ず
水

分
を
補
給
し
ま
し
ょ
う
。

④
の
ど
が
渇
か
な
く
て
も
こ
ま
め
に
水

分
を
補
給
し
ま
し
ょ
う
。

⑤
外
出
時
は
、
体
を
し
め
つ
け
な
い
涼

し
い
服
装
で
、
日
よ
け
対
策
を
し
ま

し
ょ
う
。

⑥
無
理
を
せ
ず
、
適
度
に
休
憩
し
ま

し
ょ
う
。

⑦
日
頃
か
ら
栄
養
バ
ラ
ン
ス
の
良
い
食

事
と
体
力
づ
く
り
を
し
ま
し
ょ
う
。

〜
こ
ん
な
時
は
た
め
ら
わ
ず
に
救
急
車

を
呼
び
ま
し
ょ
う
‼
〜

■
自
分
で
水
が
飲
め
な
く
な
っ
た
り
、

脱
力
感
や
倦
怠
感
が
強
く
、
動
け
な

く
な
っ
た
と
き

■
意
識
が
な
い
（
お
か
し
い
）、
全
身

の
け
い
れ
ん
が
あ
る
等
の
症
状
が
見

ら
れ
る
方
を
発
見
し
た
と
き

健
康
コ
ー
ナ
ー

熱
中
症
に
ご
用
心
！

※
問
い
合
わ
せ
先

・
県
保
健
福
祉
部
　
健
康
増
進
課

が
ん
対
策
・
歯
科
保
健
係

☎
０
９
９
（
２
８
６
）
２
７
２
１

・
健
康
増
進
課
　
保
健
予
防
係

☎
０
９
９
６
（
７
３
）
１
２
２
８

（
直
通
）

低
線
量
Ｃ
Ｔ
肺
が
ん
検
診

県
か
ら
の

お
知
ら
せ

『受けてみませんか？
低線量ＣＴ肺がん検診』

お
得
で

安
心
だ
ね
。
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▼
ご
み
の
分
別
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

市
で
は
、
平
成
４
年
度
か
ら
「
指
定

ご
み
袋
制
度
」
を
導
入
し
、
ご
み
排
出

の
ル
ー
ル
作
り
を
図
る
一
方
で
、「
紙

類
（
段
ボ
ー
ル
・
雑
誌
類
）」
の
分
別

収
集
を
実
施
し
て
き
ま
し
た
。

平
成
10

年
度
か
ら
は
「
び
ん
類
」、

平
成
12

年
度
か
ら
「
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
」

と
段
階
的
に
分
別
収
集
の
品
目
を
増
や

し
、
平
成
14

年
度
か
ら
は
埋
立
ご
み
の

減
量
化
や
少
な
い
資
源
の
有
効
利
用
な

ど
を
目
的
に
、
現
在
の
17

品
目
を
分
別

し
て
収
集
す
る
体
制
と
な
り
ま
し
た
。

市
民
環
境
課
か
ら
の

お
願
い

▼
な
ぜ
「
分
別
」
が
必
要
？

一
つ
目
は
、
分
別
す
る
こ
と
で
ご
み

を
処
理
す
る
経
費
が
安
く
な
り
、
そ
の

分
ほ
か
の
分
野
に
予
算
を
回
す
こ
と
が

で
き
ま
す
。

二
つ
目
は
、
分
別
す
る
と
「
ご
み
」

が
「
資
源
」
と
な
り
、業
者
に
買
い
取
っ

て
も
ら
え
ま
す
。
平
成
25

年
度
は
、
約

850

万
円
の
益
金
が
あ
り
、そ
の
一
部
は
、

衛
生
自
治
会
を
通
じ
て
市
民
の
皆
さ
ま

に
還
元
し
て
い
ま
す
。

▼
ご
み
の
出
し
方
が
分
ら
な
い
時
は

ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
管
理
は
、
各

衛
生
自
治
会
が
管
理
し
て
い
ま
す
。

区
長
お
よ
び
衛
生
自
治
会
役
員
並
び

に
環
境
美
化
推
進
委
員
に
お
尋
ね
に
な

る
か
、
市
民
環
境
課
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

▼
『
古
布
類
』
は
毎
月
第
２
土
曜
日
、

ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
燃
や
せ
る
ご
み

袋
に
入
れ
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
布
団
や
絨
毯
、
ナ
イ
ロ
ン
素

材
の
衣
類
は
対
象
外
で
す
。

▼
『
粗
大
ご
み
』
は
、
戸
別
収
集
し
て

い
ま
す
。
収
集
業
者
は
年
度
ご
と
で
異

な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
事
前
に

市
民
環
境
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

収
集
運
搬
料
金
は
無
料
で
す
が
、
品

目
に
よ
っ
て
は
可
燃
性
・
不
燃
性
が
密

着
し
て
お
り
、
分
別
処
理
料
金
が
発
生

す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

▼
段
ボ
ー
ル
コ
ン
ポ
ス
ト
募
集

生
ご
み
減
量
化
と
し
て
今
年
度
も
モ

ニ
タ
ー
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

▼
私
た
ち
一
人
ひ
と
り
が
ご
み
減
量

化
、リ
サ
イ
ク
ル
を
心
が
け
る
こ
と
が
、

未
来
を
支
え
る
資
源
循
環
型
社
会
の
構

築
に
つ
な
が
っ
て
い
き
ま
す
。

確
実
な
ご
み
の
分
別
排
出
に
市
民
の

皆
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

※
問
い
合
わ
せ
先

市
民
環
境
課
　
環
境
対
策
係

☎
０
９
９
６（
７
３
）１
２
１
９（
直
通
）

の
悪
い
例
の
写
真
の
ご
み

を
見
て
く
だ
さ
い
。
分
別

を
せ
ず
、
指
定
袋
に
も
入
れ
ず

に
ご
み
を
出
し
て
い
ま
す
。

「
燃
や
せ
る
ご
み
」「
燃
や
せ

な
い
ご
み
」「
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
」

「
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容
器
」
す

べ
て
を
一
つ
の
袋
に
入
れ
て
あ

り
ま
す
。

市
内
の
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

で
は
残
念
な
が
ら
、
こ
の
よ
う

に
分
別
さ
れ
て
い
な
い
ご
み
や

ポ
イ
捨
て
、
不
法
投
棄
が
後
を

絶
ち
ま
せ
ん
。

一
部
の
心
無
い
人
た
ち
の
行

為
で
、
そ
の
他
大
勢
の
分
別
に

協
力
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
市

民
の
皆
さ
ま
の
努
力
を
無
駄
に

す
る
行
為
で
す
。

上

捨
て
れ
ば
「ご
み
」 

分
け
れ
ば
「資
源
」

市
民
環
境
課

ご
み
出
し

分
別
の
ス
ス
メ

×悪い例

○良い例

ご
み
分
別
に

ご
協
力
を
！
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市
役
所　

国
保
係
か
ら

被
保
険
者
証
切
替
の
お
知
ら
せ

現
在
、
お
持
ち
の
国
民
健
康
保
険
被
保
険

者
証
お
よ
び
後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者
証

の
有
効
期
限
は
、
平
成
26
年
７
月
31
日
ま
で

と
な
っ
て
お
り
、
平
成
26
年
８
月
１
日
か
ら

有
効
の
被
保
険
者
証
は
、
７
月
中
旬
以
降
に

「
簡
易
書
留
」
で
郵
送
し
ま
す
。

な
お
、
今
年
度
か
ら
被
保
険
者
証
の
切
替

は
、
区
長
配
布
か
ら
「
簡
易
書
留
」
の
郵
送

に
変
更
し
ま
し
た
の
で
、ご
注
意
く
だ
さ
い
。

※
問
い
合
わ
せ
先

健
康
増
進
課
　
国
保
係

☎
０
９
９
６
（
７
３
）
１
２
２
４
（
直
通
）

団
地
・
ア
パ
ー
ト
等
に
お
住
ま
い
の
方
は
、

ア
パ
ー
ト
名
・
居
室
ま
で
届
出
を

市
民
の
皆
さ
ま
の
住
民
票
に
記
載
し
て
い

る
住
所
は
、
あ
ら
ゆ
る
行
政
情
報
の
基
礎
と

な
る
も
の
で
す
。
各
種
通
知
等
が
市
民
の
皆

さ
ま
に
確
実
に
届
く
よ
う
、
適
切
に
記
載
す

る
こ
と
が
必
要
で
す
。

現
在
、
団
地
・
ア
パ
ー
ト
等
に
お
住
ま
い

の
方
は
、
地
番
だ
け
で
な
く
、
ア
パ
ー
ト
名

や
居
室
番
号
ま
で
の
届
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

修
正
が
な
い
場
合
は
、
住
民
基
本
台
帳
法
第

34
条
第
２
項
に
基
づ
く
調
査
を
さ
せ
て
い
た

だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
。

◇
手
続
に
必
要
な
も
の

本
人
確
認
書
類
（
免
許
証
等
）、
印
鑑

※
問
い
合
わ
せ
先

市
民
環
境
課
　
住
民
年
金
係

☎
０
９
９
６
（
７
３
）
１
２
１
８
（
直
通
）

墓市
地
調
査
に
つ
い
て
の

お
知
ら
せ
と
お
願
い

奨
学
生
の
二
次
募
集

市
で
は
、
今
年
の
６
月
か
ら
墓
地
の
現
状

調
査
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

こ
の
調
査
で
は
、
墓
石
の
建
立
者
や
管
理

状
態
な
ど
を
把
握
す
る
た
め
、
市
の
委
託
を

受
け
た
３
名
の
調
査
員
が
市
内
の
墓
地
に
入

っ
て
調
査
を
行
っ
て
い
ま
す
。
な
お
、
調
査

員
は
身
分
証
明
書
を
携
帯
し
て
い
ま
す
。
皆

さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

◇
調

査

期

間
　
９
月
中
旬
ま
で

◇
調
査
対
象
墓
地
　
市
有
地
の
墓
地

※
問
い
合
わ
せ
先

市
民
環
境
課
　
環
境
対
策
係

☎
０
９
９
６
（
７
３
）
１
２
１
９
（
直
通
）

経
済
的
理
由
で
、
修
学
が
困
難
で
あ
る
と

認
め
ら
れ
る
方
を
対
象
と
し
た
市
奨
学
生

（
若
干
名
）
の
二
次
募
集
を
し
ま
す
。

な
お
、
奨
学
金
の
貸
付
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
る
学
生
お
よ
び
生
徒
は
、
市
内
に
３
年

以
上
在
住
し
て
い
る
方
の
子
弟
で
す
。

◇
奨
学
金
貸
付
予
定
月
額

・
高
等
学
校
ま
た
は
高
等
専
修
学
校

月
額
９
千
円
以
内

・
専
門
学
校
ま
た
は
職
業
訓
練
短
大

月
額
１
万
８
千
円
以
内

・
大
学
　
月
額
４
万
円
以
内

◇
募
集
期
間
　
７
月
22
日
㈫
〜
８
月
20
日
㈬

※
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

市
教
育
委
員
会
　
教
育
総
務
課

☎
０
９
９
６
（
７
３
）
１
２
５
７
（
直
通
）

折
多
地
区
集
会
施
設
が
利
用
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

開
館
時
間
は
、
午
前
９
時
か
ら
午
後
10
時

ま
で
で
、
毎
週
月
曜
日
が
休
館
日
で
す
。

施
設
内
容
は
、
収
容
人
員
が
120
名
の
大
集

会
室
（
168

㎡
）、
畳
の
間
で
収
容
人
員
が
20

名
の
研
修
室
（
36
㎡)

、農
産
加
工
室
（
120
㎡
）

で
す
。
地
域
住
民
の
方
々
を
は
じ
め
、
広
く

市
民
の
皆
さ
ま
の
研
修
・
会
議
等
に
ご
活
用

く
だ
さ
い
。

※
問
い
合
わ
せ
先
　
折
多
地
区
集
会
施
設

☎
０
９
９
６
（
７
５
）
３
７
４
７

折
多
地
区
集
会
施
設
の

利
用
開
始

「

県
立
宮
之
城
高
等
技
術
専
門
校

平
成
27
年
度
入
校
生
募
集

鹿
児
島
の
豊
富
な
木
材
資
源
を
生
か
す
職

業
が
あ
り
ま
す
。

◎
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス

◇
開

催

日
　
８
月
５
日
㈫

◇
申
込
期
限
　
７
月
30
日
㈬
ま
で

◎
推
薦
選
考

◇
願
書
締
切
　
９
月
26
日
㈮
ま
で

◇
選

考

日
　
10
月
３
日
㈮

※
問
い
合
わ
せ
先

県
立
宮
之
城
高
等
技
術
専
門
校

☎
０
９
９
６
（
５
３
）
０
２
０
７

℻
０
９
９
６
（
５
３
）
０
９
９
３

自衛官募集！
防衛省では、平成26年度一般曹候補生および自衛官候補生
を募集しています。なお、試験会場は、受付時にお知らせし
ます。
◇一般曹候補生　陸・海・空（男・女18歳～27歳未満）
・受付期間　８月１日㈮～９月９日㈫
・試験期日　９月19日㈮
◇航空学生　海上・航空
（男・女高卒（見込み含む）21歳未満）
・受付期間　８月１日㈮～９月９日㈫
・試験期日　９月23日㈫
◇自衛官候補生（女子18歳～27歳未満）
・受付期間　８月１日㈮～９月９日㈫
・試験期日　９月26日㈮
◇自衛官候補生（男子18歳～27歳未満）
・受付期間　年間を通じて行っています。
・試験期日　受付時にお知らせします。

※問い合わせ先
・自衛隊　鹿児島地方協力本部
薩摩川内出張所
☎０９９６－２２－２４０１

・市民環境課　住民年金係
☎０９９６－７３－１２１８（直通）

・自衛官募集相談員
西田一治（高之口区）、岩﨑礼二郎
（牛之浜区）、中面幸人（内田区）、
松木　博（槝之浦西区）まで

s「募集」「イベント」「相談」など、皆さまの暮らしに役立つコーナーですら し の 情 報 ①く 
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s「募集」「イベント」「相談」など、皆さまの暮らしに役立つコーナーです

農

農

田

林
水
産
物
等
の
展
示
商
談
会
へ
の

出
展
経
費
補
助
に
つ
い
て

業
振
興
地
域
整
備
計
画（
素
案
）

の
意
見
募
集
に
つ
い
て

・
畑
に
家
屋
な
ど
を
建
築
す
る
場

合
、
必
ず
転
用
許
可
が
必
要
で
す

市
内
で
農
産
物
を
生
産
・
加
工
・
販
売
す

る
方
な
ど
が
、
新
た
な
販
路
開
拓
の
た
め
、

市
が
認
め
る
展
示
商
談
会
に
出
展
す
る
経
費

に
対
し
、
予
算
の
範
囲
内
で
補
助
金
を
交
付

し
ま
す
。

◇
補
助
対
象
者

阿
久
根
市
に
住
所
を
有
す
る
農
林
水
産
物

の
生
産
者
お
よ
び
加
工
業
者
等

◇
補
助
対
象
経
費

展
示
商
談
会
出
展
事
業
に
要
し
た
費
用

◇
補
助
率

補
助
対
象
経
費
の
２
分
の
１
以
内
の
額

◇
申
込
期
間
　
７
月
31
日
㈭
ま
で

◇
展
示
商
談
会
の
開
催
日
・
場
所

11
月
19
日
㈬
・
20
日
㈭

グ
ラ
ン
メ
ッ
セ
熊
本

※
問
い
合
わ
せ
先

市
で
は
今
年
度
、
農
業
振
興
地
域
整
備
計

画
の
全
体
見
直
し
を
行
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
現
在
の
農
地
の
利
用
状
況
等
を

踏
ま
え
た
農
業
振
興
地
域
整
備
計
画（
素
案
）

に
つ
い
て
、
市
民
の
皆
さ
ま
か
ら
ご
意
見
を

募
集
し
ま
す
。

な
お
、
農
用
地
区
域
に
つ
い
て
は
、
地
番

や
区
域
を
示
し
た
参
考
図
面
を
農
政
課
窓
口

で
閲
覧
で
き
ま
す
。
皆
さ
ま
の
ご
意
見
等
を

も
と
に
、
平
成
27
年
３
月
末
ま
で
に
計
画
を

変
更
す
る
予
定
で
す
。

◇
意
見
等
の
募
集
期
間

７
月
22
日
㈫
〜
８
月
22
日
㈮

◇
意
見
等
の
提
出
方
法

家
や
倉
庫
の
建
築
、
駐
車
場
、
太
陽
光
発

電
施
設
等
を
造
る
際
に
は
、
た
と
え
耕
作
し

て
い
な
く
と
も
、
登
記
簿
上
、
そ
の
土
地
の

地
目
が
田
・
畑
で
あ
れ
ば
、
必
ず
農
地
転
用

許
可
が
必
要
で
す
。

こ
れ
は
、
農
地
を
宅
地
や
山
林
な
ど
に
す

る
こ
と
で
、
隣
接
の
農
地
に
悪
影
響
を
及
ぼ

す
こ
と
が
な
い
よ
う
、
国
が
定
め
た
農
地
法

に
基
づ
き
、
農
業
委
員
会
で
調
査
・
審
査
し
、

最
終
的
に
県
か
ら
許
可
が
与
え
ら
れ
ま
す
。

そ
こ
で
、
土
地
に
家
等
を
建
築
す
る
際
に

直
接
持
参
、
郵
送
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
Ｅ
メ
ー
ル

※
詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
参
照
。

※
問
い
合
わ
せ
先

農
政
課
　
農
政
管
理
係

☎
０
９
９
６
（
７
３
）
１
１
４
２
（
直
通
）

農
政
課
　
農
政
管
理
係

☎
０
９
９
６
（
７
３
）
１
１
４
２
（
直
通
）

７月26日(土)
午後７時～

波留区　菅原神社

問い合わせ先

波留区長

☎0996－72－0385

波留区　菅原神社

「六月燈」

かき氷や金魚・ヨーヨーすくい等の夜店のほか、

地元住民による合唱や踊り、太鼓等のステージイベ

ント、抽選会も開かれます。家族連れでぜひご来場

ください。

まちのイベント紹介①

７月27日(日)
開会　午前８時

尾崎公民館、

尾崎公民館周辺の河川

問い合わせ先

尾崎区村作り委員会

☎0996－73－1739

尾崎区

自然と親しむ会

川魚釣りやコイのつかみ取り、「ＮＰＯ法人ぷれ

でお」による読み聞かせ、紙芝居、健康体操など盛

りだくさんの内容です。この機会に尾崎区の自然で

親子のふれあいを楽しんでみては。参加費無料。

８月９日(土)
午後６時15分～

脇本塘町川通り

問い合わせ先

実行委員会　事務局

☎0996－75－0153

納涼・

わきもと元気祭り

地元住民による郷土芸能やバンド演奏、踊り、カ

ラオケなど多くの演目のほか、屋台や花火も準備し

てお待ちしています。

ら し の 情 報 ②く 

総
務
課
　
行
政
係

☎
０
９
９
６
（
７
３
）
１
２
１
０
（
直
通
）
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s阿久根市役所☎0996-73-1211（代表） s三笠支所☎0996-75-0002 s大川出張所☎0996-74-0001

まちのイベント紹介②
は
、地
目
が
農
地
で
な
い
か
を
確
認
し
、事
前

に
農
業
委
員
会
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
問
い
合
わ
せ
先

阿
久
根
市
農
業
委
員
会

☎
０
９
９
６
（
７
３
）
１
２
４
９
（
直
通
）

防
犯
・
交
通
安
全
標
語
の
募
集

交
通
安
全
や
防
犯
に
つ
い
て
、
普
段
学
校

や
家
庭
で
話
し
合
っ
て
い
る
こ
と
、
体
験
し

た
こ
と
な
ど
を
も
と
に
し
た
標
語
を
募
集
し

ま
す
。

入
賞
作
品
は
秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動
期

間
中
、市
役
所
玄
関
に
掲
示
し
ま
す
。
ま
た
、

受
賞
者
に
は
記
念
品
を
贈
呈
し
ま
す
。

◇
提
出
先
　
市
役
所
　
市
民
相
談
室

◇
締
切
日
　
８
月
15
日
㈮

※
問
い
合
わ
せ
先

動

脳

物
愛
護
講
習
会
の
開
催

卒
中
予
防
フ
ォ
ー
ラ
ム
開
催

動
物
愛
護
講
習
会
を
次
の
と
お
り
開
催
し

ま
す
。
な
お
、講
習
会
を
受
講
さ
れ
た
方
は
、

川
薩
動
物
管
理
署
な
ど
で
実
施
し
て
い
る

「
犬
の
譲
渡
会
」
で
譲
渡
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

◇
日
時
・
場
所
（
受
付
：
午
後
１
時
〜
）

・
７
月
30
日
㈬
　
川
薩
保
健
所

・
８
月
20
日
㈬
　
出
水
保
健
所

◇
講
習
会
（
午
後
１
時
30
分
〜
午
後
３
時
）

・
犬
の
飼
い
方
・
し
つ
け
方

・
動
物
由
来
感
染
症
に
つ
い
て
　
な
ど

※
問
い
合
わ
せ
先

出
水
保
健
所
　
衛
生
係

☎
０
９
９
６
（
６
２
）
１
６
３
６

県
と
薩
摩
川
内
市
主
催
に
よ
る
脳
卒
中
予

防
フ
ォ
ー
ラ
ム
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
な
お
、

入
場
は
無
料
で
す
。

◇
日
時
　
８
月
31
日
㈰

午
後
１
時
30
分
〜
午
後
４
時

◇
場
所
　
薩
摩
川
内
市
国
際
交
流
セ
ン
タ
ー

◇
内
容

⑴
基
調
講
演

講
師
　
日
本
脳
卒
中
協
会
熊
本
県
支
部
長

熊
本
市
民
病
院
神
経
内
科
部
長

橋
本
洋
一
郎
　
医
師

⑵
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

地
元
医
療
関
係
者
の
取
り
組
み
や
行
政
の

取
り
組
み
、
患
者
さ
ん
の
体
験
談

※
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

北
薩
地
域
振
興
局
　
保
健
福
祉
環
境
部

（
川
薩
保
健
所
）

☎
０
９
９
６
（
２
３
）
３
１
６
５

℻
０
９
９
６
（
２
０
）
２
１
２
７

男
性
に
と
っ
て
の
「
男
女
共
同
参

画
」
を
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
？

７
月
25
日
㈮
〜
31
日
㈭
は
鹿
児
島
県
男
女

共
同
参
画
週
間
で
す
。

「
夫
は
外
で
働
き
、
妻
は
家
庭
を
守
る
べ
き
」

と
い
う
性
別
役
割
分
担
意
識
の
解
消
が
、
男

女
共
同
参
画
社
会
の
実
現
に
は
必
要
で
す
。

男
女
が
共
に
家
庭
や
地
域
に
責
任
を
持
つ

社
会
が
形
成
で
き
れ
ば
、
子
育
て
や
介
護
の

面
で
多
く
の
プ
ラ
ス
を
生
み
出
し
ま
す
。
男

女
共
同
参
画
に
関
す
る
問
題
は
「
女
性
の
問

題
」
と
思
わ
れ
が
ち
で
す
が
、
実
は
「
男
性

の
問
題
」
で
も
あ
り
ま
す
。

阿
久
根
消
防
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

夏
場
の
火
の
取
り
扱
い
に
ご
注
意
を

こ
れ
か
ら
お
盆
に
か
け
て
、
花
火
な
ど
で

火
を
取
り
扱
う
こ
と
が
多
く
な
る
時
季
で

す
。
次
の
こ
と
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

○
火
を
使
う
時
は
、
そ
の
場
を
離
れ
な
い

○
子
ど
も
に
は
、
マ
ッ
チ
や
ラ
イ
タ
ー
等
で

遊
ば
せ
な
い

○
外
出
時
は
、
ロ
ウ
ソ
ク
の
火
を
必
ず
消
す

○
花
火
は
水
バ
ケ
ツ
を
用
意
し
、
子
ど
も
だ

け
で
遊
ば
せ
な
い

○
家
の
周
り
に
燃
え
や
す
い
物
を
置
か
な
い

○
着
物
や
浴
衣
等
、
振
袖
が
あ
る
服
を
着
て

い
る
時
は
、
着
火
に
気
を
付
け
る

平
成
27
年
成
人
式
は
、

平
成
27
年
１
月
４
日
㈰
に
開
催

成
人
式
の
開
催
日
の
変
更
を
望
む
声
が
多

数
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
よ
り
多
く
の
新
成
人

が
参
加
で
き
る
よ
う
に
協
議
を
行
い
ま
し
た

結
果
、
平
成
27
年
か
ら
「
１
月
４
日
」
に
開

催
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

◇
日
時
　
平
成
27
年
１
月
４
日
㈰

受
付
　
午
後
１
時
〜

◇
場
所
　
阿
久
根
市
民
会
館

◇
対
象
者

平
成
６
年
４
月
２
日
〜
平
成
７
年
４
月
１

日
生
ま
れ
の
方

※
問
い
合
わ
せ
先

生
涯
学
習
課
（
市
民
会
館
）

☎
０
９
９
６
（
７
２
）
１
０
５
１

℻
０
９
９
６
（
７
２
）
３
６
８
８

８月16日(土)
午後７時～

８月24日(日)
午前９時～

国道３号高松橋近くの
高松川河畔

リサイクルセンター
エコリア北薩

問い合わせ先

問い合わせ先

大丸通り会事務局

☎0996－72－0614

リサイクルセンター
エコリア北薩
☎0996－84－4111

高松川精霊流し

エコリア北薩
リサイクル祭り

大丸通り会主催の「精霊流し」を国道３号高松橋近く
の高松川河畔で開催します。暗がりに浮かぶ精霊船の灯
りが川の水面にゆられて幻想的な光景となります。
初盆家の方は、大丸通り会事務局までお問い合わせく
ださい。

粗大ごみから修理再生した自転車や家具などが当た
る抽選会を行います。そのほか、リサイクルセンターに
搬入された書籍・衣類等も希望者に数量限定で無料提供
します。参加費無料。
なお、８月１日㈮から22日㈮まで（土日を除く）展示
していますので、ぜひご来場ください。

ら し の 情 報 ③く 

総
務
課
　
行
政
係

☎
０
９
９
６
（
７
３
）
１
２
１
０
（
直
通
）
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夏休み期間中の図書館利用
休み期間中は、郷土資料・自由研究・図鑑
などの利用が多くなります。期間中、禁帯

出シール（赤）が付いているものは、館内のみ
の利用となりますので、ご利用の際は、ご注意
ください。

新刊案内
・『利休の茶杓』 山本　一力（著）

本の茶杓の中に１本だけある
という「ほんまもん」の利休

の茶杓。はたして“ゆず”は目利
きできるのか…。

・『平凡』 角田　光代（著）
し、あの人と結婚していなけ
れば。別れていなければ。仕

事を続けていれば。どんな風に暮
らしていたって、絶対、選ばなかっ
た方のことを想像してしまう。６
人の「もし」を描いた小説集。

・『下戸は勘定に入れません』 西澤　保彦（著）
の一杯がタイムマシーン！お
酒を飲むと、同席者とともに

タイムスリップしてしまう古徳教
授。その特異体質と推理力を発揮
して、町の事件を解決する。

・『カラスのひみつ』 松原　始（監修）
本人にとって、とても身近な
鳥であるカラス。
カラスの生態から体の不思議、
敵対的行動のパターンまで、知ら
れざるカラスの実態を、イラスト
を中心にやさしく紹介する。

図書館へ行こうY 市立図書館　☎0996－72－0607

開 館 時 間　午前９時～午後７時

50 こ

日も

t
禁
帯
出
シ
ー
ル

夏

◆応募方法
郵送もしくはメールで、お便りをお寄せ

ください。氏名（ペンネーム可）・住所・

電話番号・年齢・性別・本紙へのご意見

やご要望などをご記入ください。なお、

掲載紙面の都合上、ご紹介できない場合

もあります。また、他者を特定する情報

は削除する場合もあります。

◆応募先
〒８９９－１６９６

阿久根市鶴見町２００番地

｢阿久根市役所総務課

きいてよY阿っくんコーナー」まで
E-mail:info@city.akune.kagoshima.jp
※フリーメールアドレスは不可。

☎０９９６－７３－１２０８（直通）

お
便
り

待
っ
て
る
よ
！

川ボランティアクラブです。先日、飲み方の席
で、「道路から見える夕日の眺めが抜群で、阿

久根市の玄関でもある大川の道路沿いを、自分たち
できれいにしよう」という話になり、メンバーを募
りました。まず、手始めに道の駅あくね駐車場入口
近くの国道沿いの草木を伐開してみたのですが、ほ
ら、景色が素敵でしょう。
今年の夏は、ここでバーベキューなどしながら夕
日を眺めようと、メンバーで語っています。阿っく
んもおいで。 （大川ボランティアクラブ会員）

の駅あくねの駐車場入口付近にあった道路沿い
の草木がなくなり、夕日が今よく見えます。ボ

ランティアの皆さんありがとう。

大

道

コ
ー
ナ
ー

読者のお便り紹介

きいてよY

■投稿していただいた方に抽選で
「阿っくん」キーホルダーを
プレゼントします。
※なお、一度当選された方は、抽選対

象から外れますので、ご了承ください。

道の駅あくね駐車場入口近くの国道沿いで草木の伐開
作業をボランティアで行った大川校区有志の皆さん
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鶴
川
内
・
田
代
小
学
校
で
行

わ
れ
た「
お
茶
の
入
れ
方
教
室
」

の
取
材
後
、
薩
摩
藩
に
お
茶
の

栽
培
・
製
茶
を
広
め
た
阿
久
根

の
郷
士
、
小
木
原
三
楽
（
荘
兵

衛
）
氏
に
思
い
を
は
せ
、
大
尾

区
に
建
て
ら
れ
て
い
る
お
墓
や

米
次
区
に
あ
る
茶
園
跡
を
訪
れ

て
み
ま
し
た
。

米
次
公
民
館
近
く
に
あ
る

「
茶
園
跡
」
と
記
さ
れ
た
史
跡

の
説
明
文
に
は
、
小
木
原
氏
が

藩
内
各
地
で
製
茶
の
指
導
を
さ

れ
た
こ
と
に
よ
り
、「
阿
久
根

茶
」
の
名
声
は
大
い
に
高
ま
っ

た
と
記
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

現
在
の
姿
か
ら
は
、
ど
れ
程

の
規
模
で
茶
園
が
存
在
し
て
い

た
の
か
想
像
も
つ
き
ま
せ
ん
が
、

先
人
の
偉
大
さ
に
少
し
だ
け
ふ

れ
た
気
が
し
ま
し
た
。（
寺
園
）

人のうごき
６月30日現在

（　）は前月比

人　口
22,370人
（－17人）

男
10,498人
（－6人）

女
11,872人
（－11人）

世帯数
10,490世帯
（－13世帯）

出 生 16人
死 亡 18人
転 入 39人
転 出 54人

う
ぶ
ご
え

※
敬
称
略

お
く
や
み

※
敬
称
略

謹
ん
でお悔

や
み
申
し
上
げ
ま
す
。

岩
﨑
　
叶と
う

眞ま

　
眞
　
二
（
牧
　
内
）

齋
藤
　
彪
ひ
ゅ
う

馬ま

　
哲
　
治
（
下
　
村
）

海
平
　
伊い

織お
り

　
直
　
樹
（
牧
　
内
）

田
村
　
陸り
く

翔と

　
太
　
一
（
　
潟
　
）

宮
内
　
來ら
い

輝き

　
俊
　
介
（
瀬
之
浦
下
）

加
治
屋
瑠る

奈な

　

卓

（
　
潟
　
）

砂
畑
　
凜り

空く

　
光
　
志
（
中
　
村
）

岩
﨑
　
晴は
る

都と

　
信
　
士
（
　
段
　
）

中
元
　
柑か
ん

愛な

　
直
　
樹
（
波
　
留
）

岩
﨑
　
勇ゆ
う

燈ひ

　
庸
　
介
（
　
潟
　
）

尾
上
　
真ま

悠ゆ

　
覚
　
史
（
飛
　
松
）

跡
上
　
栄は
る

仁と

　
種
　
人
（
波
　
留
）

田
上
ゆ
り
あ
　
政
　
人
（
大
　
丸
）

前
田
　
心
こ
こ
ろ

　
　
翔
　
平
（
市
　
外
）

藤
瀬
　
守
　
74
（
新
　
町
）
和
　
子

倉
村
カ
ズ
ヨ
67
（
遠
　
矢
）
和
　
広

丸
塚
　
貞
雄
86
（
米
　
次
）
シ
ズ
ヱ

大
尾
　
鉄
彦
94
（
大
　
尾
）
光
　
明

　
松
　
益
雄
85
（
尾
　
崎
）
サ
　
ヨ

中
野
　
森
光
76
（
仲
仁
田
）
淳
　
枝

落
　
　
武
雄
82
（
中
　
村
）
ハ
ツ
エ

中
野
　
文
　
98
（
筒
　
田
）

彌

大
田
キ
ミ
エ
85
（
尻
　
無
）
朋
　
通

田
畑
　
千
年
82
（
瀬
之
浦
下
）
ツ
キ
エ

折
橋
　
文
雄
87
（
弓
木
野
）
テ
ル
ミ

岡
　
　
孝
雄
66
（
　
潟
　
）
悦
　
子

入
来
院
律
子
96
（
遠
　
矢
）
宇
都
富
佐
子

花
木
サ
ツ
ミ
91
（
仲
仁
田
）
清
　
孝

小
漉
キ
ク
ノ
88
（
小
　
漉
）
正
　
弘

川
畑
シ
ゲ
ノ
99
（
倉
　
津
）
照
　
志

　
氏
　
名
　
年齢
（
区
　
名
）
代
表
者

　
氏
　
名
　
　
保
護
者
（
区
　
名
）

健
や
か
な
成
長
を

お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

み
ん
な
の
う
た

道み

路っ

工ぶ

し

ん事
　
旗は
た

振ふ

よ
睨に

ろ
で
　
合あ
い

図ず

待ま

っ 

宮
原
　
若
女

【
唱
】
そ
知し

ら
ん
顔つ
ら

で
　
何い

時つ

ず
い
待ま

た
す
っ

下げ

戸こ

同ど

士し

で
　
合あ
い

図ず

を
為し

合お

て
　
席せ

く
ば
退た

っ 

大
田
盛
そ
ば

【
唱
】
一ひ

と

い人
じ
ゃ
動い
ご

け
じ
　
二ふ

た

い人
じ
ゃ
平へ
い

気き 題　
「
合あ
い

図ず

」

《
薩
摩
狂
句　

阿
ん
文
旦
会
》

小木原三楽の茶園跡

（米次区）

《
阿
久
根
俳
句
会
》

題　
「
父
の
日
」

父
の
日
や
父
に
貰
ひ
し
太
き
眉 

波
留
　
淑
子

父
の
日
や
酔
ふ
と
出
る
歌
枯
れ
薄 

下
薗
　
良
子

父
の
日
や
父
の
手
帳
に
父
の
句
が 

松
永
　
泰
子

父
の
日
や
反
抗
の
日
々
遠
く
な
り 

川
畑
　
京
子

亡
き
義あ

兄に

ら
三み

た

り人
の
魂
を
敬
う
や
ま

は
ん

護
国
神
社
に
鈴
振
り
鳴
ら
す 

有
田
イ
チ
エ

目
あ
て
な
る
花
も
会
ふ
な
く
逝
く
春
や

路
上
に
し
だ
く
桜
の
余
情 

白
濵
　
ノ
ブ

離
れ
住
む
四
人
の
子
ら
も
帰
り
来
て

う
か
ら
と
結
ぶ
夫
の
三
十
三
回
忌 

野
村
　
克
江

母
の
日
に
届
き
し
明
太
の
小
包
を

先
に
夫
が
い
そ
い
そ
と
解
く 
谷
口
久
美
子

※
送
り
仮
名
は
歴
史
的
仮
名
使
い
を
使
用

し
て
い
ま
す
。

《
阿
久
根
短
歌
会
》
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月の元気者
モン

は、鹿児島県消防救助技術指導

会『はしご登はん』の部で一位入賞し、８

月27日に千葉県の消防学校で開催される全国消

防救助技術大会に出場される阿久根消防署の前

平亮太副士長です。「不器用ながらも何とか全

国の切符を手にしました」と苦笑いで話す前平

さん。

阿久根消防署の上野正順消防長は、「市民を

１人でも多く救おうと日夜、救命救助活動に励

んでおり、その努力が報われたのだと思う。そ

の『思い』は、全国にもきっと通用するはずで

す」と前平さんへ期待を寄せていました。

前平さんは、「『はしご登はん』の選手として

挑み続けて10年目。休日にもかかわらず、練習

に協力してくれる同僚や支えてくれる家族に応

えるためにも狙うは『日本一』でがんばりま

す」と意気込みを語ってくれました。

今
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s毎朝練習に励む前平さ

ん。阿久根消防署の訓練

棟に掲げられた『目指

せ！全国制覇！』の横断

幕に期待は膨らむばかり

です。
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８月３日(日)

［出品受付］午前９時～
脇本地区公民館

脇本地区公民館で、日本一どでカボチャコンクール鹿児島

県大会が開催されます。三笠地域村おこし有志会主催。なお、

当日はコンクールだけでなく、郷土芸能などのステージイベ

ントも行われます。

問い合わせ先

三笠地域村おこし有志会

☎0996－75－1219

日本一どでカボチャ
コンクール鹿児島県大会


